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平
家
落
人
　
伝
説
の
里
～

（
八
幡
浜
市
保
内
町
）

　

宮
内
川
上
流
の
「
平
家
谷
」
一
帯
は
、

源
平
合
戦
に
敗
れ
た
平
家
落
人
た
ち
の

哀
し
い
伝
説
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
で
は
端
々
し
い
緑
と
木
漏
れ
日
が

心
地
よ
い
、
憩
い
と
や
す
ら
ぎ
の
場
と

し
て
人
々
に
親
し
ま
れ
て
お
り
、
夏
場

は
、
マ
ス
釣
り
な
ど
が
楽
し
め
る
ほ
か
、

渓
谷
の
清
流
を
利
用
し
た
「
そ
う
め
ん

流
し
」
が
風
物
詩
と
な
り
、
観
光
客
の

人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

例
年
、
四
月
下
旬
か
ら
八
月
末
頃
ま

で
、涼
を
求
め
て
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。

○平成30年度通常総会

○県青連・県女性連通常総会 

○商工貯蓄共済・福祉共済

○小規模事業者持続化補助金支援事例

○小規模企業共済・中小企業退職金共済

○ニッポンセレクト・IT導入補助金

○小さな瞳・経営かわら版

表紙写真提供：保内町商工会



− 2 −

2018/07No.300 えひめ 商工会 だより
　

商
工
会
連
合
会
は
、
平
成
30
年

度
通
常
総
会
を
、
5
月
24
日
、
愛

媛
県
知
事
、四
国
経
済
産
業
局
長
、

愛
媛
県
議
会
議
長
を
は
じ
め
、
多

数
の
来
賓
の
ご
臨
席
を
賜
り
開
催

し
た
。

　

初
め
に
村
上
会
長
が
、
商
工
会

組
織
に
お
い
て
は
、
国
や
県
が
進

め
る
地
方
創
生
や
経
済
対
策
が
地

方
に
ま
で
幅
広
く
波
及
す
る
こ
と

を
期
待
し
つ
つ
、
地
域
に
密
着
し

た
組
織
と
し
て
、
関
係
機
関
と
連

携
し
な
が
ら
、
小
規
模
事
業
者
に

寄
り
添
っ
た
支
援
に
努
め
る
と
と

も
に
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
。

　

本
会
と
し
て
は
、引
き
続
き「
経

営
発
達
支
援
計
画
」
の
認
定
支
援

と
、
そ
の
計
画
に
基
づ
い
て
実
施

す
る
、
伴
走
型
の
小
規
模
事
業
者

支
援
を
は
じ
め
、
販
路
拡
大
を
目

的
と
し
た
商
談
会
の
実
施
、
事
業

承
継
・
統
合
・
再
編
に
よ
る
新
陳

代
謝
の
促
進
、
役
職
員
の
意
識
改

革
と
若
手
人
材
の
育
成
等
を
積
極

的
に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
組
織

の
強
化
に
も
取
り
組
む
。

　

ま
た
、
地
域
総
合
経
済
団
体
及

び
支
援
機
関
と
し
て
の
社
会
的
な

役
割
や
責
任
を
改
め
て
自
覚
し
、

役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
組
織
及

び
内
部
の
管
理
体
制
を
見
直
す
な

ど
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
徹
底

を
図
る
旨
の
挨
拶
を
し
た
。

　

続
い
て
、来
賓
の
愛
媛
県
知
事
、

四
国
経
済
産
業
局
長
、
愛
媛
県
議

会
議
長
か
ら
祝
辞
を
頂
い
た
。

　

議
長
に
は
、
周
桑
商
工
会
会
長

が
指
名
さ
れ
、
平
成
29
年
度
の
事

業
報
告
・
収
支
決
算
の
承
認
を
は

じ
め
、
５
議
案
が
審
議
さ
れ
、
原

案
通
り
承
認
、
議
決
さ
れ
た
。

　

第
５
号
議
案
の
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
選
任
で
は
、
次
の
方
々
が

新
役
員
に
決
定
さ
れ
た
。

○
会
長

　

村
上　

友
則
（
し
ま
な
み
）

○
副
会
長

　

越
智　

俊
充
（
東
温
市
）

　

西
㟢　
　

徹
（
津
島
町
）

○
専
務
理
事

　

神
野　

一
仁

○
理
事

　

渡
部　

英
志
（
周
桑
）
新

　

萩
山　

陽
右
（
北
条
） 

　

鳥
井　

貞
宏
（
松
前
町
）
新

　

久
保　
　

榮
（
双
海
中
山
）
新 

　

井
上　

喜
樹
（
伊
方
町
）
新 

　

沖
野　

健
三
（
西
予
市
）
新 

　

岡
本　

國
和
（
鬼
北
町
）

　

加
藤　

勝
恵
（
松
野
町
）

　

山
田　

宏
介
（
県
青
連
）

　

西
岡
千
代
子
（
県
女
性
連
）

○
監
事

　

松
浦　
　

哲
（
上
島
町
）
新

　

矢
野　

昭
生
（
長
浜
町
）
新

　

な
お
、
新
任
商
工
会
会
長
、
退

任
県
連
役
員
、
退
任
商
工
会
会
長

は
次
の
と
お
り
。

○
新
任
商
工
会
会
長

　

苅
田　

清
秀
（
土
居
町
） 

　

大
木　

光
俊
（
越
智
） 

　

松
浦　
　

哲
（
上
島
町
）

　

古
田　

邦
博
（
久
万
高
原
町
）

　

芳
之
内　

徹
（
砥
部
町
）

　

矢
野　

昭
生
（
長
浜
町
）

　

大
野　

彰
一
（
川
上
） 

　

池
田　
　

央
（
内
子
町
）

　

山
内　

裕
司
（
保
内
町
）

　

沖
野　

健
三
（
西
予
市
）

　

高
橋　

伸
吉
（
愛
南
町
）

○
退
任
県
連
役
員

　

寺
井　

政
博
（
越
智
） 

　

倉
本　

睦
男
（
上
島
町
）

　

大
西　
　

光
（
砥
部
町
）

　

酒
口　
　

強
（
内
子
町
）

　

若
松　
　

勲
（
保
内
町
）

　

好
井
幸
三
郎
（
土
居
町
）

　

上
岡　
　

茂
（
川
上
） 

○
退
任
商
工
会
会
長

　

髙
岡　

春
彦
（
久
万
高
原
町
）

　

戎　
　

範
久
（
長
浜
町
）

　

酒
井
宇
之
吉
（
西
予
市
）

平
成
30
年
度 

商
工
会
連
合
会
通
常
総
会
開
催

〜
会
長
に
村
上
会
長
（
し
ま
な
み
）
を
再
任
～

愛媛県商工会連合会新役員

再任した村上会長

中村時広知事

■平成29年度優良商工会
☆共済事業
【優秀賞（貯蓄共済）】
　越智、東温市、保内町、津島町
【特別賞（貯蓄共済）】
　越智、東温市、津島町
【特別優秀賞（貯蓄共済）】
　津島町
【優秀賞（福祉共済）】
　しまなみ、北条、砥部町、
　長浜町、松野町

☆会員増強運動
【優良賞（新規10〜20件）】
　周桑、北条、東温市、久万高原町、
　砥部町、長浜町、内子町、保内町、
　愛南町
【優良賞（新規21件以上）】
　西予市
【優秀賞（純増）】
　土居町、双海中山、保内町

経
営
改
善
と
ま
ち
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー　

商
工
会
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
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県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
は
、

５
月
９
日（
水
）ネ
ス
ト
ホ
テ
ル
松

山
で
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
部
員
増
強
が

顕
著
で
あ
っ
た
北
条
、
長
浜
町
、

津
島
町
青
年
部
に
表
彰
状
が
授
与

さ
れ
た
。

　

総
会
で
は
、
砥
部
町
の
日
野
林

部
長
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、
出
席

者
の
協
議
の
も
と
、
平
成
29
年
度

事
業
報
告･

収
支
決
算
、
平
成
30

年
度
事
業
計
画･

収
支
予
算
が
承

認
さ
れ
た
。

　

総
会
終
了
後
、
引
き
続
き
指
導

者
研
修
会
を
開
催
し
た
。
最
初
に

主
張
発
表
県
大
会
が
行
わ
れ
、
各

ブ
ロ
ッ
ク
代
表
者
か
ら
青
年
部
活

動
を
通
じ
た
地
域
振
興
の
成
果
な

ど
が
発
表
さ
れ
た
。

　

審
査
の
結
果
、
南
予
ブ
ロ
ッ
ク

西
予
エ
リ
ア
選
出
の
久
保
和
賢
副

部
長
が
「
青
年
部
活
動
と
地
域
振

興
・
ま
ち
づ
く
り
～
青
年
部
活
動

で
学
ん
だ
こ
と
～
」
を
テ
ー
マ
に

発
表
さ
れ
、
最
優
秀
賞
と
な
り
、

９
月
21
日（
金
）に
高
知
県
で
開
催

さ
れ
る
中
四
国
大
会
に
愛
媛
県
代

表
と
し
て
出
場
す
る
。

　

続
い
て
、
愛
媛
大
学
紙
産
業
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー　

セ
ン

タ
ー
長　

内
村
浩
美
氏
よ
り
、

『
新
た
な
紙
製
品
開
発
の
可
能

性
』
を
テ
ー
マ
に
基
調
講
演
が
行

わ
れ
た
。
紙
製
品
は
、
水
に
溶
け

る
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
や
破
れ

に
く
い
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
な

ど
、
用
途
に
合
わ
せ
て
研
究
開
発

さ
れ
、
商
品
化
し
て
い
る
。
紙
以

外
で
も
、
機
能
や
使
い
方
を
変
え

る
と
、
新
商
品
に
つ
な
が
る
の
で

は
な
い
か
等
、
ビ
ジ
ネ
ス
の
可
能

性
に
つ
い
て
実
演
を
交
え
て
わ
か

り
や
す
く
解
説
い
た
だ
い
た
。

【
青
年
部
主
張
発
表
結
果
】

最
優
秀
賞　

久
保　

和
賢（
内
子
町
）

優
秀
賞　

大
高　
　

基（
吉
田
三
間
）

敢
闘
賞　

近
藤　

孝
喜（
土
居
町
）

　

〃　
　

中
家　

大
輔（
久
万
高
原
町
）

　

県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
は
、

５
月
８
日（
火
）メ
ル
パ
ル
ク
松
山

で
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

　

総
会
に
先
立
ち
、
部
員
増
強
に

功
績
の
あ
っ
た
7
商
工
会
女
性
部

（
し
ま
な
み
、
東
温
市
、
保
内
町
、

西
予
市
、
吉
田
三
間
、
津
島
町
、

愛
南
町
）
が
表
彰
さ
れ
た
。

　

総
会
で
は
、
越
智
商
工
会
女
性

部
の
菊
川
部
長
が
議
長
に
選
出
さ

れ
、
平
成
29
年
度
事
業
報
告
及
び

収
支
決
算
に
つ
い
て
承
認
さ
れ

た
。
平
成
30
年
度
事
業
に
つ
い
て

は
、
県
独
自
で
災
害
対
策
積
立
基

金
を
実
施
す
る
こ
と
な
ど
の
事
業

計
画
及
び
収
支
予
算
が
決
定
さ
れ

た
。
ま
た
、
役
員
欠
員
に
よ
る
補

充
選
任
の
件
で
は
、
常
任
委
員
に

吉
田
三
間
商
工
会
女
性
部
の
稲
垣

優
子
部
長
、
監
査
委
員
に
双
海
中

山
商
工
会
女
性
部
の
三
井
裕
子
部

長
が
選
任
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
指
導
者
研
修
会
が
開

催
さ
れ
、
第
一
印
刷
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
社
長 

西
原
孝
太
郎

氏
に
よ
り
「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
活

用
し
た
地
方
創
生
～
ゆ
る
い
か
ら

こ
そ
繋
が
れ
る
～
」
と
題
し
た
基

調
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　
「
バ
リ
ィ
さ
ん
」
の
誕
生
か
ら

ゆ
る
キ
ャ
ラ
Ｇ
Ｐ
優
勝
ま
で
、

グ
ッ
ズ
展
開
や
県
内
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
な
ど
知
名
度
を
上
げ
る
た

め
の
取
組
み
や
、
愛
媛
・
今
治
を

発
信
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
た
事

業
展
開
に
つ
い
て
、
ま
た
全
国
の

若
者
が
世
界
で
活
躍
で
き
る
き
っ

か
け
と
な
る
場
所
と
し
て
Ｆ
Ｃ
今

治
の
岡
田
オ
ー
ナ
ー
と
立
ち
上
げ

た
人
材
育
成
塾
「
バ
リ
チ
ャ
レ
ン

ジ
ユ
ニ
バ
ー
シ
テ
ィ
」
の
活
動
に

つ
い
て
ご
講
演
い
た
だ
い
た
。
受

講
者
か
ら
は
、
身
近
な
今
治
で
の

地
域
活
性
化
の
事
例
や
若
者
達
が

頑
張
っ
て
い
る
様
子
を
知
る
こ
と

で
、
自
分
達
の
地
域
で
も
活
性
化

に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
痛
感
し
た
と
の
声
も
聞

か
れ
た
。

県
青
連
　
県
女
性
連平成

30
年
度 

通
常
総
会
開
催

内子町　久保　和賢 氏

愛媛大学紙産業イノベーションセンター
センター長　内村　浩美 氏

第一印刷株式会社
代表取締役社長　西原　孝太郎 氏

=
=
=
=
=
=
=
=
=

青
年
部
・
女
性
部
に
加
入
し
て
、
資
質
向
上
と
人
脈
形
成
、
視
野
拡
大
と
地
域
振
興
を
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小
さ
な
掛
金
、
大
き
な
保
障
。
商
工
貯
蓄
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
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【
企
業
概
要
】

　

当
社
は
、
伊
方
町
で
平
成
20
年

３
月
に
菓
子
製
造
業
と
し
て
設
立

し
、
愛
媛
県
産
の
柑
橘
を
使
用
し

た
コ
ン
フ
ィ
チ
ュ
ー
ル（
ジ
ャ
ム
）

の
製
造
販
売
を
行
っ
て
い
る
。
代

表
は
二
宮
綾
子
氏
。

【
取
組
の
経
緯
】

　

消
費
者
の
健
康
志
向
の
高
ま
り

か
ら
、
生
産
者
の
顔
が
見
え
る
安

心
・
安
全
な
食
品
が
求
め
ら
れ
て

お
り
、
当
社
は
手
作
り
と
無
添
加

に
こ
だ
わ
っ
て
き
た
。　

　

英
国
で
開
催
さ
れ
る
「
ワ
ー
ル

ド
・
マ
ー
マ
レ
ー
ド
ア
ワ
ー
ド
」

で
は
、
２
０
１
５
年
か
ら
３
年
連

続
で
受
賞
さ
れ
る
な
ど
、
商
品
評

価
が
高
ま
る
中
、
ギ
フ
ト
市
場
へ

展
開
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

【
取
組
内
容
】

　

商
談
先
か
ら
贈
答
用
の
商
品

ニ
ー
ズ
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
見

合
っ
た
商
品
パ
ッ
ケ
ー
ジ
が
な

く
、販
売
機
会
を
逸
失
し
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
首
都
圏
の
百
貨
店
や

専
門
店
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
高

級
感
の
あ
る
ギ
フ
ト
ボ
ッ
ク
ス
と

ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
開
発
を
行
っ

た
。
併
せ
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

立
ち
上
げ
、
作
り
手
の
思
い
や
原

材
料
の
こ
だ
わ
り
を
通
じ
た
食
の

安
心
・
安
全
を
発
信
し
、
リ
ピ
ー

タ
ー
の
創
出
を
図
っ
た
。

【
事
業
者
の
声
】

　

指
導
員
さ
ん
の
助
力
を
得
な
が

ら
計
画
書
を
作
成
し
ま
し
た
。
お

か
げ
で
、
首
都
圏
へ
の
贈
答
用
商

品
の
出
荷
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

問
い
合
わ
せ
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
な
り
、
新
た
な
顧
客
層
を
取
り

込
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
３

月
に
は
、「
ワ
ー
ル
ド
・
マ
ー
マ

レ
ー
ド
ア
ワ
ー
ド
２
０
１
８
」
で

最
高
賞
の
「
ダ
ブ
ル
ゴ
ー
ル
ド
」

を
受
賞
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
自
社
の
取
組
み
を
通

じ
て
、
愛
媛
か
ら
マ
ー
マ
レ
ー
ド

の
価
値
や
知
名
度
を
発
信
し
て
い

き
ま
す
。

【
支
援
者
の
声
】

　

新
た
な
販
路
開
拓
へ
の
取
組
み

を
き
っ
か
け
に
、
本
補
助
金
の
活

用
を
提
案
し
ま
し
た
。
事
業
者
様

の
思
い
を
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
な
が
ら

事
業
計
画
書
に
取
り
ま
と
め
、
本

事
業
の
実
施
を
実
現
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
課
題
に
応
じ
た
支
援

策
の
提
示
や
需
要
動
向
の
情
報
を

提
供
し
な
が
ら
、
計
画
実
施
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
」
支
援
事
例

～
江
山
菓
匠
～

清水経営指導員
開発した二宮従子さん（右）、

斉子さん（左）姉妹

開発した贈答用商品

30

商
工
会
の
支
援
制
度
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
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経
営
に
役
立
つ
商
工
会
の
各
種
共
済
制
度
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
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こ
れ
か
ら
の
季
節
、蒸
し
暑
く
、

体
調
を
崩
し
や
す
い
方
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
で

今
回
は
、
健
康
に
良
い
と
言
わ
れ

る
お
酢
で
作
っ
た
フ
ル
ー
ツ
ビ
ネ

ガ
ー
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

フ
ル
ー
ツ
ビ
ネ
ガ
ー
は
、
お
酢

に
果
物
を
漬
け
こ
ん
で
作
る
果
実

酢
で
、
酸
味
が
強
す
ぎ
ず
飲
み
や

す
い
の
が
特
徴
で
す
。

　

当
社
は
、
愛
媛
県
産
の
「
柑
橘

（
河
内
晩
柑
な
ど
）」
を
発
酵
さ

せ
て
作
っ
た
ま
ろ
や
か
な
柑
橘
酢

を
ベ
ー
ス
に
製
造
し
て
い
ま
す
。

　

セ
ッ
ト
の
内
容
は
河
内
晩
柑
、

ブ
ラ
ッ
ド
オ
レ
ン
ジ
、
生
姜
の
３

種
類
で
、
素
材
の
風
味
を
生
か
し

た
味
わ
い
で
す
。

　

ま
た
、
保
存
料
、
着
色
料
な
ど

の
添
加
物
が
含
ま
れ
て
い
な
い
た

め
、
小
さ
な
お
子
様
も
飲
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
大
切
な
人

へ
の
贈
り
物
と
し
て
も
オ
ス
ス
メ

で
す
。

　

愛
媛
県
産
の
材
料
に
こ
だ
わ
っ

た
無
添
加
発
酵
食
品
の「
飲
む
酢
」

を
、ぜ
ひ
一
度
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

◆
ニ
ッ
ポ
ン
セ
レ
ク
ト
と
は

　

全
国
商
工
会
連
合
会
が
、
地
域

産
品
等
を
全
国
に
販
売
す
る
た
め

に
、
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
「
ニ
ッ
ポ
ン
セ

レ
ク
ト.com

」
を
開
設
し
運
営
を

行
っ
て
い
ま
す
。
県
内
の
名
物
品

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ニ
ッ
ポ
ン
セ
レ
ク
ト
よ
り

「
フ
ル
ー
ツ
ビ
ネ
ガ
ー
セ
ッ
ト
」

の
ご
紹
介

◆
製
造
・
販
売
事
業
者

　

㈱
季
節
園

　

南
宇
和
郡
愛
南
町

御
荘
平
城
２
２
５
４

Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
を
活
用
し
た
販
路
拡
大
へ
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「
私
の
お
父
さ
ん
」

　

私
の
お
父
さ
ん
は
、
水
道
や
電

気
の
工
事
を
し
た
り
、
浄
化
そ
う

の
管
理
な
ど
大
変
な
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
電
気
や
水
道
を
直
し
た

り
す
る
の
で
、
急
な
仕
事
の
依
頼

も
あ
り
ま
す
。
雪
の
時
は
た
く
さ

ん
の
電
話
が
か
か
り
ま
す
。
今
年

は
寒
か
っ
た
の
で
、
水
道
管
が

凍
っ
た
り
、破
れ
つ
し
た
り
し
て
、

色
々
な
所
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
け

ど
、
全
部
の
依
頼
に
応
え
て
、
仕

事
に
行
っ
て
い
た
の
で
す
ご
い
な

と
思
い
ま
し
た
。

　

お
父
さ
ん
は
、家
に
帰
っ
た
ら
、

す
ぐ
に
寝
て
し
ま
う
時
が
あ
る
の

で
、
仕
事
で
疲
れ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

　

お
父
さ
ん
の
い
い
所
は
、
算
数

で
分
か
ら
な
い
所
を
す
ぐ
に
教
え

て
く
れ
る
事
で
す
。
テ
ス
ト
で
、

い
い
点
が
と
れ
た
時
は
「
よ
か
っ

た
や
ん
」
と
言
っ
て
く
れ
て
、
う

れ
し
く
な
り
ま
す
。時
々
、ス
パ
ー

リ
ン
グ
を
し
た
り
、
寝
技
を
教
え

て
く
れ
る
の
も
楽
し
い
で
す
。

　

仕
事
を
し
て
い
る
お
父
さ
ん

は
、
か
っ
こ
い
い
で
す
。
そ
ん
な

お
父
さ
ん
が
私
は
大
好
き
で
す
。

有
限
会
社

　セ
イ
ケ
電
設

（
鬼
北
町
立
愛
治
小
学
校
６
年
生
）

清
家 

妃
央
さ
ん

北
宇
和
郡
鬼
北
町
生
田
３
４
番
地

き

お

　

皆
さ
ん
の
職
場
で
は
朝
礼
を
実

施
し
て
い
ま
す
か
？　

朝
礼
の
起

源
を
た
ど
れ
ば
、
宗
教
教
団
の
勤

行
や
軍
組
織
で
の
点
呼
に
由
来

し
、
学
校
行
事
と
し
て
定
着
し
た

後
、
工
場
な
ど
一
般
事
業
所
に
広

ま
っ
た
よ
う
で
す
。
厚
労
省
職
業

安
定
局
の
調
査
資
料
に
よ
る
と
、

現
在
で
は
７
割
以
上
の
中
小
企
業

に
お
い
て
様
々
な
や
り
方
で
毎
朝

朝
礼
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
多
く
の
職
場

で
朝
の
貴
重
な
時
間
を
割
い
て
朝

礼
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
。
朝
礼
の
効
用
は
色
々
あ
る
で

し
ょ
う
が
、
先
ず
、
頭
の
冴
え
た

朝
の
時
間
帯
に
社
員
全
員
が
前
向

き
な
姿
勢
に
な
っ
て
、
気
持
ち
よ

く
１
日
の
仕
事
の
ス
タ
ー
ト
を
切

る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
他
、
一
般

的
に
認
識
さ
れ
て
い
る
効
用
と
し

て
は
、「
企
業
理
念
・
目
標
を
再

確
認
す
る
」「
団
結
心
・
帰
属
意

識
を
固
め
る
」「
情
報
の
共
有
化
」

「
頭
を
仕
事
モ
ー
ド
に
切
り
替
え

る
ス
イ
ッ
チ
」「
社
員
教
育
の
場
」

等
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

反
面
、
毎
朝
朝
礼
を
す
る
こ
と

に
対
し
て
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
考
え
方

も
あ
り
ま
す
。
ネ
ッ
ト
で
検
索
し

て
み
ま
す
と
「
貴
重
な
時
間
の
無

駄
。
連
絡
等
は
メ
ー
ル
で
可
能
」

「
持
ち
回
り
の
ス
ピ
ー
チ
が
ス
ト

レ
ス
に
な
る
」「
ダ
ラ
ダ
ラ
と
し

た
進
行
で
聞
い
て
い
る
人
が
少
な

い
」
等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

社
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

や
り
方
、
若
者
の
就
労
意
識
等
職

場
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
す
る

中
、
画
一
的
な
職
場
で
既
存
の
ビ

ジ
ネ
ス
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
を

主
目
的
と
す
る
朝
礼
に
対
し
〝
時

代
遅
れ
〟
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
抱

く
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

現
在
、
朝
礼
を
行
う
企
業
の
多
く

は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
社
会
・
多

様
性
の
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
毎
朝

全
員
が
顔
を
合
わ
せ
朝
礼
を
行
う

こ
と
に
意
味
を
見
出
し
て
い
ま
す
。

　

実
施
す
る
以
上
は
毎
朝
５
分
間

で
も
継
続
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
皆
さ
ん
の
職
場
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

嘱託専門指導員

沖　　泰史

商
工
会
の
提
供
す
る
事
業
を
活
用
し
て
、
地
域
振
興
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う


